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vRealize Automation Service 
Broker とは 1
vRealize Automation Service Broker は、カタログ アイテムを要求および管理できる単一のポイントを提供しま

す。

クラウド管理者として、ユーザーがクラウド ベンダーのリージョンまたはデータストアに展開できる、リリースされ

た vRealize Automation Cloud Assembly ブループリントおよび Amazon Web Services CloudFormation の
テンプレートをインポートして、カタログ アイテムを作成します。

ユーザーとして、プロビジョニング プロセスを要求および監視できます。展開後、展開されたカタログ アイテムを

展開ライフサイクル全体で管理します。

この章には、次のトピックが含まれています。
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n vRealize Automation Service Broker の機能

vRealize Automation Service Broker の機能
vRealize Automation Service Broker は、ユーザーに提供する簡素化された効率的なカタログを提供します。カタ

ログを使用して、使用可能なカタログ アイテム、およびそれらが展開される方法と場所を管理します。

Service Broker

プロジェクト

インポートした
ブループリント、

コンテンツを使用して

ユーザーをグループ

ポリシーは、申請時に

に適用されます。

テンプレートなどの

化します。

展開

ユーザーは、展開された

カタログ アイテムを

管理します。

ユーザーがカタログアイテムを申請 

コンテンツソース 

インポートした

テンプレートおよび
その他のサービス

Amazon Web 
Services

CloudFormation 
テンプレート

Cloud Assembly 
ブループリント

vRealize
Orchestrator 
ワークフロー

その他のサービス

カタログ アイテム

Amazon 
CloudFormation 
テンプレート

カタログ

ユーザーのプロジェクト

メンバーシップに基づいて

カタログ アイテムを提供します。 

カタログ アイテム

Cloud Assembly 
ブループリント

カタログ アイテム

その他の

コンテンツ

カタログ アイテム
その他の

コンテンツ

ポリシー

プロジェクトまたは

組織レベルでのガバナンスを提供します。

Amazon 
CloudFormation 

テンプレートの展開

によりテストを迅速化

ブループリント、

一般にクラウド管理者と呼ばれる Service Broker 管理者の場合、vRealize Automation Service Broker は展開操

作やその他のチームに提供する合理化されたユーザー インターフェイスです。必要なマシンとアプリケーションの

ブループリントとテンプレートをインポートし、プロジェクトのフォームにガバナンスを追加して、リソースを展開

できるユーザーを制御し、リソースの展開場所を制御します。
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vRealize Automation Service 
Broker を開始する前に 2
vRealize Automation Service Broker の操作を開始する前に、パブリック クラウドおよびプライベート クラウド

に接続するために特定の情報を利用できるようにする必要があります。

このチェックリストを使用すると、サービスへのオンボードを開始する前に設定できます。

表 2-1. 

目的 必要なもの

vRealize Automation Service Broker に登録してログインする VMware ID。

会社のメール アドレスを使用して、My VMware アカウントを設定しま

す。

VMware Cloud Services への接続 ファイアウォールを介して以下にアクセスする送信トラフィックに対し

て開いている HTTPS ポート 443。

n *.vmwareidentity.com

n gaz.csp-vidm-prod.com

n *.vmware.com

vRealize Automation Cloud Assembly ブループリント コンテンツ 

ソースの追加

関連付けられたインスタンスから vRealize Automation Cloud 
Assembly ブループリントをインポートできます。

n プロジェクト - vRealize Automation Cloud Assembly 内のどの

プロジェクトのメンバーであるかを把握します。プロジェクトは、イ

ンポートされたブループリントを表示できるメンバーを決定します。

Amazon CloudFormation テンプレート ソースの追加 Amazon S3 バケットに保存されている Amazon CloudFormation テ
ンプレートをインポートできます。

n プロジェクト - vRealize Automation Cloud Assembly 内のどの

プロジェクトのメンバーであるかを把握します。プロジェクトは、イ

ンポートされたテンプレートを表示できるメンバーを決定します。

n バケット名 - Amazon CloudFormation テンプレートが保存され

ている Amazon S3 バケットの名前を知っている必要があります。

n バケット アクセス キーとプライベート キー - テンプレートをプラ

イベート バケットから追加する場合は、キーを知っている必要があ

ります。

n 展開のターゲット アカウントとリージョン - テンプレートが展開さ

れる vRealize Automation Cloud Assembly で設定されたクラ

ウド アカウントとリージョンを把握しておく必要があります。

テンプレート展開時のターゲット リージョンとしての Amazon Web 
Services クラウド アカウントの追加

読み取りおよび書き込み権限を持つパワー ユーザー アカウントを指定し

ます。

n 20 桁のアクセス キーの ID と対応する プライベート アクセス キ
ー。
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vRealize Automation Service 
Brokerを設定する方法 3
vRealize Automation Service Broker インスタンスを設定して検証するには、外部ソースから既知の作業コンテン

ツをインポートしてカタログで使用できるようにし、カタログ アイテムを展開して機能していることを確認します。

クラウド管理者として vRealize Automation Service Broker を使用するのはこれが初めてのため、まずセットアッ

プを行います。コンテンツをインポートして展開し、クラウド ベンダーに接続できるようにしてから、カタログに漏

れなくポピュレートし、サービスに参加するように他のユーザーを招待します。

クラウド
管理者としてログインする

リリース済みのブループリント
のインポート

[コンテンツおよびポリシー] > 
[コンテンツ ソース] > 

[新規]

インポート済みアイテムの
プロジェクトとの共有

[コンテンツおよびポリシー] > 
[コンテンツの共有] > 
プロジェクトの選択

プロジェクトに基づく
カタログ アイテムの展開

[カタログ] > 
[カタログ アイテム] > [要求]

展開の監視

[展開] > 
[展開名]

IP アドレスまたはその他の
方法を使用した

展開済みカタログ アイテム
へのアクセス

この使用事例では、リリース済みの vRealize Automation Cloud Assembly ブループリントをインポートします。

Amazon CloudFormation テンプレートをインポートすることもできますが、ここではそのプロセスを説明しませ

ん。『vRealize Automation Service Broker の使用と管理』の Service Broker カタログへの CloudFormation テ
ンプレートの追加を参照してください。

前提条件

n クラウド管理者としてログインします。

n ブループリントをインポートする前に、そのブループリントが vRealize Automation Cloud Assembly に展開

されてリリースされていることを確認します。『vRealize Automation Cloud Assembly の使用と管理』のブル

ープリントの別バージョンを保存する方法を参照してください。
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手順

1 ブループリントをインポートします。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツ ソース] の順に選択し、[新規] をクリックします。

b [タイプ] ドロップダウン メニューで、[Cloud Assembly ブループリント] を選択します。

c ブループリントに関連付けられているプロジェクトを選択し、[検証] をクリックします。

接続が検証され、インポートされるブループリントの数が示されます。

d [作成してインポート] をクリックします。

2 インポートしたブループリントをプロジェクトと共有します。

ブループリントは、vRealize Automation Cloud Assembly で作成されたときにプロジェクトに関連付けられ

ます。プロジェクトには、ユーザー グループや、ブループリントが展開されるアカウント リージョンなどが含
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まれています。vRealize Automation Service Broker では、ブループリントを他のユーザーと共有できます

が、展開をサポートするには、ターゲット プロジェクトにアカウント リージョンをクラウド リソースとともに

含める必要があります。

a [コンテンツとポリシー] - [コンテンツの共有] の順に選択します。

b [プロジェクト] ドロップダウン メニューで、ターゲットのプロジェクトを選択します。

c 特定のブループリントのみを選択するには、[コンテンツ ソース] ドロップダウン メニューから [すべてのコ

ンテンツ] を選択します。

d このプロジェクトと共有するブループリントを選択し、[保存] をクリックします。

プロジェクトのリストにブループリントが追加され、インポートしたブループリントがカタログで使用できるよ

うになります。
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3 インポートしたブループリントを展開します。

a [カタログ] をクリックします。

b 展開するブループリントのカードを見つけて、カードの [申請] をクリックします。

c 申請フォームに入力し、[送信] をクリックします。

展開プロセスが開始されます。
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4 展開を監視します。

a [展開] をクリックし、検索とフィルタのオプションを使用して、展開したカタログ アイテムを見つけます。

b 展開が完了したら、カードの IP アドレスを見つけます。名前をクリックすると、詳細が表示されます。

5 展開されたワークロードにアクセスし、動作していることを確認します。

展開は、アプリケーションであることもあれば、単一のマシンであることもあります。
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vRealize Automation Service 
Brokerで実行できる他の操作 4
Dev-ops チームをサポートするクラウド管理者として、vRealize Automation Service Broker を使用して、開発者

が開発、テスト、および本番の環境の作成に使用するリソースのカタログを提供します。

次の推奨事項に加えて、ロールをユーザーに割り当てることもできます。vRealize Automation の管理を参照してく

ださい。

詳細

『Using and VMware Service Broker の使用と管理』を参照してく

ださい。

CloudFormation テンプレートなどのカタログ アイテムのインポート。 組織の Service Broker のセットアップ

カタログ アイテムの要求。 カタログを操作する方法

失敗した導入のトラブルシューティング。 Service Broker の展開に失敗した場合の対処
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